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フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
仲
間
は
、
ほ
と
ん

ど
が
長
年
踊
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
ん
な
に
長
く
続
け
ら
れ
る
と
は
、
当
初

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
気
で

今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
良
き
指

導
者
と
良
き
仲
間
た
ち
に
恵
ま
れ
た
お
か

げ
か
な
ぁ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
週
に
一
度
の
例
会
で
は
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
ラ

ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
と
幅

広
く
踊
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て

世
界
各
国
の
ダ
ン
ス
を
踊
る
こ
と
、
ま
た

日
常
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
踊
る
こ
と
で
、
気
分
は
若
く
楽
し
く
な

り
、
足
・
腰
・
脳
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
ま

さ
に
ダ
ン
ス
は
元
気
の
源
で
す
。
生
涯
現

役
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
12
月
13
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

「
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
100
名
も

の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
の
５
月
に
は
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
始

め
て
５
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
５
周
年
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ダ
ン
ス
は
楽
し
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
、被
災
地
で
も
成
人
式

が
行
わ
れ
、当
時
中
学
校
３
年

生
だ
っ
た
新
成
人
が
出
席
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
中
で「
ふ
る
さ
と
に

帰
り
た
い
」「
復
興
の
た
め
に
働
き

た
い
」と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、

私
た
ち
も
支
援
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
と
、気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。ま
た
、陸
前
高
田
市
の

戸
羽
市
長
は「
マ
ス
コ
ミ
が
大
き

く
報
道
す
る
の
は
今
年
が
最
後
。

被
災
地
を
全
国
の
皆
様
に
し
っ
か

り
と
印
象
付
け
た
い
」と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。私
た
ち
も
こ
の

大
震
災
を『
他
人
ご
と
、過
去
の

こ
と
』で
は
な
く
、『
自
分
の
こ
と
、

今
日
の
こ
と
』と
い
う
意
識
を
持

ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　 

（
西
本
　
祐
子
）

香川県宇多津町

　
現
在
、
子
ど
も
の
会

員
は
286
名
、
大
人
は
160

名
で
す
。

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

キ
ャ
ン
プ
活
動
な
ど
定
番
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
の
指
導
で
行
う
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

の
農
業
体
験
、
収
穫
し
た
も
ち
米
に
よ
る
も
ち
つ
き

大
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
今
年
度
か
ら
は
、子
ど

も
会
で
の
太
鼓
台
運
行
、
宇
夫
階
神
社
宮
入
な
ど

新
し
い
活
動
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

活
動
の
写
真
を
貼
っ
た
壁
新

聞
も
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ

り
作
成
し
、
そ
の
都
度
、
両

小
学
校
へ
掲
示
し
発
表
の
場

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
会
」
は
子
ど
も

は
も
と
よ
り
、
行
事
に
携
わ

る
大
人
た
ち
も
、
自
分
の
子

ど
も
以
外
の
子
ど
も
と
か
か

わ
る
こ
と
で
、
成
長
さ
せ
ら

れ
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
日
頃
で
き
な
い
経
験
を
、

ま
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

「
親
力
ア
ッ
プ
」
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

花いっぱいの素敵なコスチューム芸能祭で楽しく踊るメンバー

「
子
ど
も
会
　
会
長
さ
ん
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

太鼓台を引く子どもたち 円盤を投げる「ドッジビー」

平成27年  第4回定例会
町政を問う（一般質問）
「宇小　陸上クラブ」

みなさまの声「子ども会会長」
応援しょうでぇ～！

うたづっ子 15
16

6

2

きびきびと動く消防
団員たち。

今年度は16名の新
人が入団しました。

消防出初式

宇多津町子ども会
育成連絡協議会 会長

森本　修司さん
もり もと         しゅうじ
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

平成26年度一般会計歳入歳出決算認定（継続審査）

平成27年度一般会計　補正予算（第５号）

平成27年度国民健康保険特別会計　補正予算（第２号）

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

個人情報保護条例の一部を改正する条例

水田農業確立対策基金の設置、管理、処分に関する条例の廃止

税条例等の一部を改正する条例

子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

ひとり親家庭・重度心身障害者医療費支給に関する条例

介護保険条例の一部を改正する条例

平成27年度デジタル消防波無線機購入に伴う契約の締結

早急にヘイトスピーチ対策を求める意見書

認
定

発
議
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西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

マイナンバー制度  医療
費の増加

　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
継
続
審
査
１
件
を
認
定
、
発
議
１
件
、

議
案
10
件
を
委
員
会
付
託
し
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
本
会
議
で
は
原
案
を
す
べ
て
可
決
お
よ
び
認
定
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
は
10
日
、
11
日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
　
第
４
回
定
例
会

（
３
３
６
２
万
円
）

（
７
０
０
０
万
円
）

（
９
５
９
万
円
）

お
も
な
内
容

平
成
27
年
度  

一般
会
計  

補
正
予
算
　

・
健
や
か
子
ど
も
基
金
積
立
金

条
例
改
正

・
宇
多
津
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

発
議

県
か
ら
毎
年
４
５
０
万
円
ほ
ど
の
補
助
金
が
あ
る

が
、３
年
分
を
前
倒
し
で
支
出
さ
れ
た
た
め
、基
金

に
積
み
立
て
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計  
補
正
予
算

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

前
年
度
か
ら
6.2
％
増
加
し
て
い
る
。

入
院
費
は
7.3
％
、
調
剤
費
は
7.4
％
の
増
加
。

・
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

件
数
も
医
療
費
も
伸
び
て
い
る
。
特
に
消
化
器
系

が
多
い
。

（
要
旨
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

「
特
定
個
人
情
報
」
と
い
わ
れ
る
重
要
な
個

人
情
報
の
取
扱
い
を
税
、
社
会
保
障
、
災
害

に
限
定
す
る
。

・
宇
多
津
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
要
旨
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

「
特
定
個
人
情
報
」
の
開
示
に
つ
い
て
条

例
を
改
正
す
る
。

・
宇
多
津
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、県
内
の
医
療
機
関
で
の
立
替
え
払
い
を
廃

止
し
、乳
幼
児
医
療
費
と
同
様
の
扱
い
と
な
る
た
め
、条
例
を
改
正
す

る
。ま
た
、条
例
名
は「
助
成
」か
ら「
支
給
」に
変
更
す
る
。

・
宇
多
津
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
及
び
宇
多
津
町

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
条
例
変
更
に
と
も
な
い
、
関
連
す
る
文
章
を
変

更
す
る
。

・
宇
多
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
） 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
と
も
な
い
条
例
を
改
正
す
る
。

・
平
成
27
年
度  

デ
ジ
タ
ル
消
防
波
無
線
機
購
入
に
伴
う
契
約
の
締
結

（
要
旨
）
平
成
28
年
５
月
に
ア
ナ
ロ
グ
が
使
え
な
く
な
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
消
防

波
無
線
機
を
車
載
型
を
含
め
６
式
購
入
す
る
。

・
早
急
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）
近
年
、
外
国
人
や
人
種
、
民
族
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
、
い
わ
ゆ
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に
控
え
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

を
な
く
す
べ
く
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。 ・

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

米
飯
給
食
を
週
３
回
か
ら
3.5
回
に
増
や
し
た
た
め
、

増
額
補
正
す
る
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
費

件
数
は
変
わ
ら
な
い
が
、
当
初
の
予
定
よ
り
単
価

が
上
が
っ
た
。

・
漁
港
水
産
施
設
管
理
費

北
浦
漁
港
の
照
明
灯
の
工
事
費
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マイナンバー制度  医療
費の増加

　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
継
続
審
査
１
件
を
認
定
、
発
議
１
件
、

議
案
10
件
を
委
員
会
付
託
し
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
本
会
議
で
は
原
案
を
す
べ
て
可
決
お
よ
び
認
定
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
は
10
日
、
11
日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
　
第
４
回
定
例
会

（
３
３
６
２
万
円
）

（
７
０
０
０
万
円
）

（
９
５
９
万
円
）

お
も
な
内
容

平
成
27
年
度  

一般
会
計  

補
正
予
算
　

・
健
や
か
子
ど
も
基
金
積
立
金

条
例
改
正

・
宇
多
津
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

発
議

県
か
ら
毎
年
４
５
０
万
円
ほ
ど
の
補
助
金
が
あ
る

が
、３
年
分
を
前
倒
し
で
支
出
さ
れ
た
た
め
、基
金

に
積
み
立
て
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計  

補
正
予
算

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

前
年
度
か
ら
6.2
％
増
加
し
て
い
る
。

入
院
費
は
7.3
％
、
調
剤
費
は
7.4
％
の
増
加
。

・
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

件
数
も
医
療
費
も
伸
び
て
い
る
。
特
に
消
化
器
系

が
多
い
。

（
要
旨
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

「
特
定
個
人
情
報
」
と
い
わ
れ
る
重
要
な
個

人
情
報
の
取
扱
い
を
税
、
社
会
保
障
、
災
害

に
限
定
す
る
。

・
宇
多
津
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
要
旨
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

「
特
定
個
人
情
報
」
の
開
示
に
つ
い
て
条

例
を
改
正
す
る
。

・
宇
多
津
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、県
内
の
医
療
機
関
で
の
立
替
え
払
い
を
廃

止
し
、乳
幼
児
医
療
費
と
同
様
の
扱
い
と
な
る
た
め
、条
例
を
改
正
す

る
。ま
た
、条
例
名
は「
助
成
」か
ら「
支
給
」に
変
更
す
る
。

・
宇
多
津
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
及
び
宇
多
津
町

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
条
例
変
更
に
と
も
な
い
、
関
連
す
る
文
章
を
変

更
す
る
。

・
宇
多
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
） 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
と
も
な
い
条
例
を
改
正
す
る
。

・
平
成
27
年
度  

デ
ジ
タ
ル
消
防
波
無
線
機
購
入
に
伴
う
契
約
の
締
結

（
要
旨
）
平
成
28
年
５
月
に
ア
ナ
ロ
グ
が
使
え
な
く
な
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
消
防

波
無
線
機
を
車
載
型
を
含
め
６
式
購
入
す
る
。

・
早
急
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）
近
年
、
外
国
人
や
人
種
、
民
族
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
、
い
わ
ゆ
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に
控
え
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

を
な
く
す
べ
く
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。 ・

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

米
飯
給
食
を
週
３
回
か
ら
3.5
回
に
増
や
し
た
た
め
、

増
額
補
正
す
る
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
費

件
数
は
変
わ
ら
な
い
が
、
当
初
の
予
定
よ
り
単
価

が
上
が
っ
た
。

・
漁
港
水
産
施
設
管
理
費

北
浦
漁
港
の
照
明
灯
の
工
事
費



45

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

追
跡
調
査

追
跡
調
査

宇多津町議会だより No.58宇多津町議会だより No.58

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

消防車にも無線が取り付けられる

消防無線がデジタルに

JA跡地に分庁舎を建設
視察報告

町政を問う 増える、国保の給付費

分庁舎の建設予想図
長縄手地区の
通学路の点検

▲ 「認知症カフェ」の
中のようす

▲

個人情報の管理

総務課

総務建設常任委員会教育民生常任委員会
・将来ビジョンと広域的地域活性化
・本町の軍師　副町長の政治理念は

（一般質問の件名）

井上　弘治

・消防団のさらなる充実を
・ふるさと納税を強化しては
・保育所への広域入所の拡大

西本　祐子

・福祉センターの今後の予定は
・宇多津駅周辺の照明の交換は

濵中　保夫

・上水道の鉛製給水管の対応策は万全なのか
・犯罪被害者支援の条例を求める

柴村　賢三

・公園遊具の安全点検　実施状況は
・宇多津小学校の通学路改善策は

宮本　　隆

・24時間対応のAEDで「減らせ突然死」
・避難所にマンホールトイレ設置を

青木　義勝

大黒　一也

・来年度の予算編成方針は
・中期財政計画策定
・水道広域化、空き家、耕作放棄地対策

・ネット利用のルール作り
・学校給食における食育

藍川佳津樹

Q 　ある市で職員のパソコンから個人
情報が洩れる事件があったが、本町
では対策は取っているのか。

　現庁舎は昭和56年に完成して以来34年が経過し、鉄筋コンクリートの一般的な寿命と
言われる60年から70年のほぼ折り返し点に達しています。また、このままでは今の耐震
基準を満たしていないので、『トグル』という耐震装置を入れることにしました。さらに、
行政サービスの需要拡大やパソコン機器な
どの増加により、事務用スペースが手狭に
なってきました。そこで昨年ＪＡ宇多津支
店(1339㎡)の土地を購入し、分庁舎を建設
することになりました。完成は今年8月末の
予定で、9月には本庁舎から分庁舎およびコ
ミュニティ会館、保健センター３階に仮移
動し、いよいよ本庁舎の耐震改修工事に取
りかかります。

A 　インターネットに接続しているパソ
コンは、庁舎内では一部に限られてお
り、今のところ情報漏えいはない。今
後、パソコンやUSBなどのさらなる
セキュリティ強化に取り組む。

マイナンバーの記入

税務課　ほか

Q 　申告書や申請書にマイナンバーを
書く欄ができると思うが、書かなく
てもよい場合はどうするのか。

A 　トラブルのおきないよう、書く場
合と書かなくてもよい場合がわかる
ような様式を考えている。

国保の給付費増加

健康増進課

Q 　国保の給付費が年々増加し、年間
予算総額20億まで手が届く勢い。医
療費の伸びを抑制する対策は。

A 　全体では前年度6.2％増で、入院費
は7.3％、調剤費は7.4％の増加。
　世代別では、前期高齢者が横ばいで、
未就学児と一般の医療費が件数、費用
ともにかなり伸びている。検診の受診率
アップ、健康管理の充実を図りたい。

子ども医療費支給

健康増進課

Q 　平成28年４月１日から、県内の医
療機関での子ども医療費は現物給付
となるが、病院の窓口で提出するの
は健康保険証だけで良いのか。

A 　病院の窓口では健康保険証と受給
資格者証の提出をお願いしたい。受
給資格者証は郵送する予定。

中央保育所の改修

保健福祉課

Q 　中央保育所改修工事の追加の理由は。

A 　工事期間中に建物と非常階段との
結合部分の不具合が判明した。今回の
補正予算でその金額を増額する。

消防無線がデジタルに

危機管理課

Q 　消防無線を随意契約にしたのは。

A 　坂出市消防本部が、今年度末までに
デジタル無線に変更される。消防業務
を委託している本町も相互に連絡を
取り合っており、同様の無線機を購入
する必要が生じた。

　11月24日に教育民生常任委員会の町内
視察をしました。宇多津小学校の通学路の
点検と確認、および「認知症カフェ」（仮
称）の現状の視察です。

追 跡 調 査
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問

問

問

山
下
危
機
管
理
課
長

山
下
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

山
下
総
務
課
長

亀
井
副
町
長

井上　弘治　議員西本　祐子　議員

宇多津町の人口推移

※平成22年までは国勢調査のデーターに基づく実績値、平成27年は12/１現在の数字。

25,000

20,000

15,000
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5,000

0

（人）

11,333 11,864 12,785
14,928 15,967 17,272 18,314 19,080

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

　
　
内
閣
府
の
調
査
で
人
口

増
加
率
の
高
い
地
域
は
、
産

業
の
拠
点
な
ど
が
あ
る
中
核

都
市
の
近
隣
市
町
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
人
口
増
加
率
と

製
造
業
、
商
業
な
ど
の
集
積

立
地
と
一
定
の
相
関
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本

町
は
、坂
出
番
の
州
工
業
地
帯

と
丸
亀
臨
海
工
場
地
帯
、
本

町
の
商
業
地
域
を
考
察
す
れ

ば
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
都

市
づ
く
り
に
適
合
し
て
い
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
　
商
品
開
発
は
必
要

な
い
。
町
内
に
あ
る
も
の
、

希
少
糖
、
海
産
物
な
ど
を
も

っ
と
利
用
し
て
は
。

　
　
　
　
地
元
の
短
大
や
専

門
学
校
、
女
性
防
災
士
へ
の

呼
び
か
け
は
。

　
　
全
国
的
に
消
防
団
員
が
不

足
し
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

全
国
各
地
で
災
害
が
頻
発
す
る

中
、
地
域
防
災
力
の
強
化
や
充

実
、
消
防
団
員
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
県
で
は
消
防

団
員
応
援
制
度
と
し
て
、
店
舗

で
の
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
制
度
を
開
始
し
た

が
、
町
内
で
は
ど
れ
く
ら
い
の

店
舗
が
参
加
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
団
員
を
増
や
す
努
力
、
女

性
消
防
団
員
の
獲
得
は
。

　
　
以
前
、先
輩
議
員
の
一
般

質
問
答
弁
で「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
」「
特
産
品
を
開

発
す
る
」と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
を
う
か
が
い
た
い
。

税
収
が
増
え
な
い
中
、サ
ポ
ー

タ
ー
は
必
要
。「
ふ
る
さ
と
納

税
」の
お
礼
合
戦
に
加
わ
れ
と

は
言
わ
な
い
が
、町
で
育
て
た

子
ど
も
た
ち
に
も
呼
び
か
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　 

　
人
口
と
地

方
交
付
税
の
関
係
を
一
般
論

で
言
え
ば
、
人
口
が
増
加
す

れ
ば
地
方
交
付
税
の
普
通
交

付
税
の
増
額
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
国
全
体
の
人
口
減

少
や
税
制
状
況
な
ど
社
会
経

済
情
勢
を
鑑
み
れ
ば
、
普
通

交
付
税
は
一
概
に
増
額
す
る

と
は
言
え
な
い
状
況
に
な
る
。

本
町
は
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
町
税
な

ど
の
自
主
財
源
の
確
保
や
増

加
を
主
眼
に
、
行
政
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

消防団のさらなる充実を

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
広
域
的
地
域
活
性
化

自
主
財
源
の
確
保
増
加
を
主
眼
に

　
行
政
施
策
を
講
じ
た
い
／
総
務
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
を
強
化
し
て
は

東
京
や
大
阪
の
香
川
県
人
会
な
ど
で
も

Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
／
町
長

今後も継続して制度への参加を
お願いしていきたい／危機管理課長

問

　
　
　
　
　
　
私
の
職
務
は
地

方
自
治
法
上
、町
長
を
補
佐
し
、

町
長
の
命
を
受
け
、
政
策
や
企

画
を
し
、
職
員
の
担
任
す
る
事

務
を
監
督
す
る
。
住
民
福
祉
の

向
上
を
第
一
と
し
て
、
そ
の
職

責
を
果
た
し
た
い
。

　
ま
た
、
ご
質
問
を
受
け
、
大

変
重
く
感
じ
て
い
る
。
本
町
が

将
来
に
向
け
て
発
展
し
て
い
く

に
は
、
町
長
を
支
え
、
職
員
が

一
丸
と
な
り
力
を
発
揮
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
故
事
に
は
、

君
主
へ
の
直
言
に
ま
つ
わ
る
も

の
が
あ
る
。
町
長
の
政
策
や
理

念
を
理
解
し
、
正
確
な
現
状
把

握
を
図
り
、
的
確
な
判
断
が
下

せ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　
政
治
に
№
２
の
手
腕
が
大

き
く
左
右
す
る
。
市
町
村
の
自

治
体
が
自
然
淘
汰
へ
進
ん
で
い

る
時
代
。
現
在
は
、
政
策
ソ
フ

ト
の
時
代
で
あ
り
、
軍
師
と
し

て
の
副
町
長
の
政
治
使
命
は
大

き
い
。

　
本
町
は
、
昭
和
28
、
32
年
と

２
度
合
併
寸
前
を
回
避
し
た
経

験
が
あ
る
。
当
時
の
平
田
三
次

郎
元
町
長
始
め
、
諸
先
輩
方
の

苦
難
が
礎
と
な
り
現
在
の
本
町

が
あ
る
。
本
町
が
苦
難
の
時
代

を
耐
え
て
、
人
口
が
増
加
す
る

ま
ち
に
進
化
し
て
い
く
町
政
を

前
に
、副
町
長
の
宇
多
津
町
へ

の
想
い
を
お
聞
き
し
た
い
。

本町の軍師
　副町長の政治理念は

町長の政策や理念を理解し、
職責を果たす／副町長

　
　
　
　
　
来
年
度
か
ら
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
専
用
口
座

の
開
設
、
返
礼
品
や
募
集
方

法
の
見
直
し
、
ネ
ッ
ト
上
で

の
受
付
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
で
の
周
知
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
関
西
宇

多
津
会
で
は
ご
案
内
し
て
い

る
が
、
今
後
は
東
京
や
大
阪
の

香
川
県
人
会
な
ど
で
も
Ｐ
Ｒ
を

し
た
い
。
ふ
る
さ
と
へ
恩
返
し

と
い
う
気
持
ち
か
ら
納
税
さ
れ

る
こ
と
が
本
来
の
趣
旨
に
沿
う

の
で
、
ま
ず
は
成
人
式
で
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で

は
50
店
舗
が
参
加
す
る
が
、

今
後
も
継
続
し
て
制
度
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。
現
消
防
団
員
は
定
員
108

名
に
対
し
実
員
100
人
で
、
こ

れ
は
消
防
団
の
地
域
で
の
勧

誘
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
県

下
で
は
６
市
町
で
女
性
消
防

団
員
を
採
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
市
町
で
は
常
備
消

防
と
非
常
備
消
防
、
い
わ
ゆ

る
消
防
署
と
消
防
団
を
有
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
学

生
の
消
防
団
へ
の
加
入
の
呼

び
か
け
も
、
女
性
消
防
団
と

同
様
、
機
能
別
団
員
分
団
制

度
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

香
川
短
大
と
は
包
括
的
連
携

協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

女
性
防
災
士
の
人
数
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。
要
望
が

あ
れ
ば
支
援
す
る
。

　
　
　
　
　
聞
い
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
魚
介
類
の
加
工
品
や

野
菜
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
的

な
も
の
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い

る
。
町
の
特
産
物
や
町
内
で
製

造
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
ぜ
ひ
加

え
た
い
。
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課
長

亀
井
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長
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宇多津町の人口推移

※平成22年までは国勢調査のデーターに基づく実績値、平成27年は12/１現在の数字。
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内
閣
府
の
調
査
で
人
口

増
加
率
の
高
い
地
域
は
、
産

業
の
拠
点
な
ど
が
あ
る
中
核

都
市
の
近
隣
市
町
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
人
口
増
加
率
と

製
造
業
、
商
業
な
ど
の
集
積

立
地
と
一
定
の
相
関
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本

町
は
、坂
出
番
の
州
工
業
地
帯

と
丸
亀
臨
海
工
場
地
帯
、
本

町
の
商
業
地
域
を
考
察
す
れ

ば
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
都

市
づ
く
り
に
適
合
し
て
い
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
　
商
品
開
発
は
必
要

な
い
。
町
内
に
あ
る
も
の
、

希
少
糖
、
海
産
物
な
ど
を
も

っ
と
利
用
し
て
は
。

　
　
　
　
地
元
の
短
大
や
専

門
学
校
、
女
性
防
災
士
へ
の

呼
び
か
け
は
。

　
　
全
国
的
に
消
防
団
員
が
不

足
し
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

全
国
各
地
で
災
害
が
頻
発
す
る

中
、
地
域
防
災
力
の
強
化
や
充

実
、
消
防
団
員
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
県
で
は
消
防

団
員
応
援
制
度
と
し
て
、
店
舗

で
の
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
制
度
を
開
始
し
た

が
、
町
内
で
は
ど
れ
く
ら
い
の

店
舗
が
参
加
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
団
員
を
増
や
す
努
力
、
女

性
消
防
団
員
の
獲
得
は
。

　
　
以
前
、先
輩
議
員
の
一
般

質
問
答
弁
で「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
」「
特
産
品
を
開

発
す
る
」と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
を
う
か
が
い
た
い
。

税
収
が
増
え
な
い
中
、サ
ポ
ー

タ
ー
は
必
要
。「
ふ
る
さ
と
納

税
」の
お
礼
合
戦
に
加
わ
れ
と

は
言
わ
な
い
が
、町
で
育
て
た

子
ど
も
た
ち
に
も
呼
び
か
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　 

　
人
口
と
地

方
交
付
税
の
関
係
を
一
般
論

で
言
え
ば
、
人
口
が
増
加
す

れ
ば
地
方
交
付
税
の
普
通
交

付
税
の
増
額
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
国
全
体
の
人
口
減

少
や
税
制
状
況
な
ど
社
会
経

済
情
勢
を
鑑
み
れ
ば
、
普
通

交
付
税
は
一
概
に
増
額
す
る

と
は
言
え
な
い
状
況
に
な
る
。

本
町
は
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
町
税
な

ど
の
自
主
財
源
の
確
保
や
増

加
を
主
眼
に
、
行
政
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

消防団のさらなる充実を

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
広
域
的
地
域
活
性
化

自
主
財
源
の
確
保
増
加
を
主
眼
に

　
行
政
施
策
を
講
じ
た
い
／
総
務
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
を
強
化
し
て
は

東
京
や
大
阪
の
香
川
県
人
会
な
ど
で
も

Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
／
町
長

今後も継続して制度への参加を
お願いしていきたい／危機管理課長

問

　
　
　
　
　
　
私
の
職
務
は
地

方
自
治
法
上
、町
長
を
補
佐
し
、

町
長
の
命
を
受
け
、
政
策
や
企

画
を
し
、
職
員
の
担
任
す
る
事

務
を
監
督
す
る
。
住
民
福
祉
の

向
上
を
第
一
と
し
て
、
そ
の
職

責
を
果
た
し
た
い
。

　
ま
た
、
ご
質
問
を
受
け
、
大

変
重
く
感
じ
て
い
る
。
本
町
が

将
来
に
向
け
て
発
展
し
て
い
く

に
は
、
町
長
を
支
え
、
職
員
が

一
丸
と
な
り
力
を
発
揮
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
故
事
に
は
、

君
主
へ
の
直
言
に
ま
つ
わ
る
も

の
が
あ
る
。
町
長
の
政
策
や
理

念
を
理
解
し
、
正
確
な
現
状
把

握
を
図
り
、
的
確
な
判
断
が
下

せ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　
政
治
に
№
２
の
手
腕
が
大

き
く
左
右
す
る
。
市
町
村
の
自

治
体
が
自
然
淘
汰
へ
進
ん
で
い

る
時
代
。
現
在
は
、
政
策
ソ
フ

ト
の
時
代
で
あ
り
、
軍
師
と
し

て
の
副
町
長
の
政
治
使
命
は
大

き
い
。

　
本
町
は
、
昭
和
28
、
32
年
と

２
度
合
併
寸
前
を
回
避
し
た
経

験
が
あ
る
。
当
時
の
平
田
三
次

郎
元
町
長
始
め
、
諸
先
輩
方
の

苦
難
が
礎
と
な
り
現
在
の
本
町

が
あ
る
。
本
町
が
苦
難
の
時
代

を
耐
え
て
、
人
口
が
増
加
す
る

ま
ち
に
進
化
し
て
い
く
町
政
を

前
に
、副
町
長
の
宇
多
津
町
へ

の
想
い
を
お
聞
き
し
た
い
。

本町の軍師
　副町長の政治理念は

町長の政策や理念を理解し、
職責を果たす／副町長

　
　
　
　
　
来
年
度
か
ら
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
専
用
口
座

の
開
設
、
返
礼
品
や
募
集
方

法
の
見
直
し
、
ネ
ッ
ト
上
で

の
受
付
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
で
の
周
知
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
関
西
宇

多
津
会
で
は
ご
案
内
し
て
い

る
が
、
今
後
は
東
京
や
大
阪
の

香
川
県
人
会
な
ど
で
も
Ｐ
Ｒ
を

し
た
い
。
ふ
る
さ
と
へ
恩
返
し

と
い
う
気
持
ち
か
ら
納
税
さ
れ

る
こ
と
が
本
来
の
趣
旨
に
沿
う

の
で
、
ま
ず
は
成
人
式
で
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で

は
50
店
舗
が
参
加
す
る
が
、

今
後
も
継
続
し
て
制
度
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。
現
消
防
団
員
は
定
員
108

名
に
対
し
実
員
100
人
で
、
こ

れ
は
消
防
団
の
地
域
で
の
勧

誘
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
県

下
で
は
６
市
町
で
女
性
消
防

団
員
を
採
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
市
町
で
は
常
備
消

防
と
非
常
備
消
防
、
い
わ
ゆ

る
消
防
署
と
消
防
団
を
有
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
学

生
の
消
防
団
へ
の
加
入
の
呼

び
か
け
も
、
女
性
消
防
団
と

同
様
、
機
能
別
団
員
分
団
制

度
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

香
川
短
大
と
は
包
括
的
連
携

協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

女
性
防
災
士
の
人
数
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。
要
望
が

あ
れ
ば
支
援
す
る
。

　
　
　
　
　
聞
い
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
魚
介
類
の
加
工
品
や

野
菜
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
的

な
も
の
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い

る
。
町
の
特
産
物
や
町
内
で
製

造
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
ぜ
ひ
加

え
た
い
。
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水
道
課
長

山
下
総
務
課
長

山
下
総
務
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

中
村
住
民
生
活
課
長

濵中　保夫　議員柴村　賢三　議員

　
　
平
成
24
年
度
12
月
議
会

で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用

方
法
を
尋
ね
た
折
、
老
朽
化

に
と
も
な
い
改
修
よ
り
早
い

時
期
に
建
て
替
え
を
、
中
期

財
政
計
画
の
中
で
平
成
28
年

度
度
に
取
り
壊
し
費
用
を
計

上
し
て
い
る
と
い
う
答
弁
だ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
お
答
え
願
い
た
い
。

　
　
　
　
解
体
が
平
成
31
年
度

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
使
用
は
い
つ
ま
で

か
。

　
　
　
　
人
口
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
犯
罪
発
生
率
が
高
く

な
る
。
相
談
に
応
じ
る
総
合
窓

口
を
求
め
る
。

　
　
　
　
鉛
製
給
水
管
に
関

す
る
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
み
で
な
く
、
広
報
で
全
住

民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

が
。

　
　
住
民
が
安
心
し
て
飲
ん
で

い
る
水
道
水
に
、
蓄
積
性
の
毒

物
で
あ
る
鉛
の
成
分
が
溶
け
て

に
じ
み
出
て
い
れ
ば
健
康
を
害

す
る
。
本
町
で
は
安
心
し
て
飲

め
る
の
か
。

　
県
内
に
は
、
ま
だ
鉛
製
給
水

管
を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
が

33.7
％
あ
る
。
本
町
は
、
そ
の
使

用
世
帯
数
の
実
態
を
「
把
握
し

て
い
な
い
」
と
調
査
報
告
し
て

い
る
が
そ
の
理
由
は
。
鉛
製
給

水
管
使
用
世
帯
の
残
存
実
態
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
　
近
年
、
通
り
魔
的
な
無
差

別
凶
悪
犯
罪
事
件
が
多
く
発
生

し
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
り
、

何
の
関
係
も
な
い
人
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
犯
罪
被

害
者
や
そ
の
家
族
・
遺
族
の
方

は
大
き
な
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
る
。
犯
罪
被
害
に
よ

っ
て
経
済
力
な
ど
に
問
題
が
発

生
し
、
そ
の
後
の
生
活
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
。

　
他
の
自
治
体
で
は
支
援
の
条

例
を
制
定
し
て
被
害
者
の
支
援

が
広
が
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
42

年
に
建
築
さ
れ
、
地
震
に
お

い
て
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
恐

れ
が
あ
る
緊
急
性
の
高
い
建
物

で
、
早
期
の
建
て
替
え
を
検
討

上水道の鉛製給水管の
　　対応策は万全なのか

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
予
定
は

基
本
設
計
費
、取
り
壊
し
費
用
と
建
築
費
を

概
算
で
計
上
し
て
い
る
／
保
健
福
祉
課
長

犯
罪
被
害
者
支
援
の
条
例
を
求
め
る

専
門
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　検
討
し
た
い
／
総
務
課
長

本管からメーターまでの給水管は
個人の財産である／水道課長

問

　
　
　
　
　
他
県
の
成
功
事
例

に
学
び
犯
罪
を
減
ら
し
、
安
全

な
町
を
目
指
す
べ
く
、
ま
た
議

会
で
議
員
提
案
も
あ
り
、
青
色

防
犯
灯
を
設
置
し
た
。
し
か
し

一
方
で
暗
い
と
い
う
意
見
が
あ

る
事
も
承
知
し
て
い
る
。
青
色

水
銀
灯
は
、
す
で
に
生
産
中
止

に
な
っ
て
、
交
換
在
庫
も
２
，

３
年
分
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

な
る
議
論
の
高
ま
り
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に

東
西
駐
輪
場
に
は
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
、
犯
罪
抑
制
に
努

め
て
い
る
。

　
　
宇
多
津
駅
北
南
広
場
の
照

明
は
、
防
犯
効
果
を
目
的
と
し

た
色
に
変
え
た
が
、
駅
周
辺
が

暗
い
と
よ
く
耳
に
す
る
。
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
駅
周

辺
の
事
故
防
止
お
よ
び
防
犯
対

策
の
た
め
に
も
明
る
い
照
明
へ

の
変
更
は
可
能
か
。
さ
ら
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

宇多津駅周辺の
　　　照明の交換は
さらなる議論の
高まりが必要／町長

　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
を
未
然

に
防
止
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
警
察
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
各
種

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
国

も
遺
族
給
付
金
な
ど
の
制
度
を

設
け
て
お
り
、
県
へ
も
働
き
か

け
な
が
ら
民
間
を
含
め
た
専
門

機
関
と
連
携
す
る
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

駅東の駐輪場に設置された防犯カメラ

耐震基準を満たしていない福祉センター

し
、
平
成
28
年
度
の
取
り
壊

し
費
用
を
計
上
す
る
考
え
で

あ
っ
た
。

　
現
在
、
庁
舎
耐
震
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
定
し
た

の
で
、
今
年
度
の
中
期
財
政

計
画
に
お
い
て
平
成
30
年
度

に
基
本
設
計
費
を
、
平
成
31

年
度
に
取
り
壊
し
費
用
と
建

築
費
を
概
算
で
計
上
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30

年
度
の
基
本
設
計
の
折
に
、

い
つ
ま
で
利
用
で
き
る
か
、

ど
う
い
う
形
で
利
用
を
進
め

る
か
な
ど
を
決
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
本
管
か
ら

メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
は

個
人
の
財
産
で
あ
る
。
保
管

し
て
い
る
給
水
台
帳
に
は
材

質
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場

合
が
多
い
た
め
、
把
握
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
。

　
残
存
調
査
は
必
要
で
あ
る

が
給
水
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
自
宅
に
鉛
給

水
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
さ
れ
た
い
方
は
、
水

道
課
ま
で
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
住

民
に
周
知
す
る
た
め
、
広
報

へ
の
掲
載
を
検
討
す
る
。

　
な
お
、
宅
内
で
の
使
用
が

不
明
な
場
合
は
、
念
の
た
め

朝
一
番
に
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度

の
水
を
飲
み
水
以
外
の
用
途

（
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
）
に
お

使
い
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
被
害
者
の
方

が
ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な
く
、

も
と
の
生
活
に
戻
る
た
め
の
相

談
が
支
援
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。
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町
長

中
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民
生
活
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長

濵中　保夫　議員柴村　賢三　議員

　
　
平
成
24
年
度
12
月
議
会

で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用

方
法
を
尋
ね
た
折
、
老
朽
化

に
と
も
な
い
改
修
よ
り
早
い

時
期
に
建
て
替
え
を
、
中
期

財
政
計
画
の
中
で
平
成
28
年

度
度
に
取
り
壊
し
費
用
を
計

上
し
て
い
る
と
い
う
答
弁
だ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
お
答
え
願
い
た
い
。

　
　
　
　
解
体
が
平
成
31
年
度

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
使
用
は
い
つ
ま
で

か
。

　
　
　
　
人
口
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
犯
罪
発
生
率
が
高
く

な
る
。
相
談
に
応
じ
る
総
合
窓

口
を
求
め
る
。

　
　
　
　
鉛
製
給
水
管
に
関

す
る
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
み
で
な
く
、
広
報
で
全
住

民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

が
。

　
　
住
民
が
安
心
し
て
飲
ん
で

い
る
水
道
水
に
、
蓄
積
性
の
毒

物
で
あ
る
鉛
の
成
分
が
溶
け
て

に
じ
み
出
て
い
れ
ば
健
康
を
害

す
る
。
本
町
で
は
安
心
し
て
飲

め
る
の
か
。

　
県
内
に
は
、
ま
だ
鉛
製
給
水

管
を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
が

33.7
％
あ
る
。
本
町
は
、
そ
の
使

用
世
帯
数
の
実
態
を
「
把
握
し

て
い
な
い
」
と
調
査
報
告
し
て

い
る
が
そ
の
理
由
は
。
鉛
製
給

水
管
使
用
世
帯
の
残
存
実
態
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
　
近
年
、
通
り
魔
的
な
無
差

別
凶
悪
犯
罪
事
件
が
多
く
発
生

し
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
り
、

何
の
関
係
も
な
い
人
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
犯
罪
被

害
者
や
そ
の
家
族
・
遺
族
の
方

は
大
き
な
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
る
。
犯
罪
被
害
に
よ

っ
て
経
済
力
な
ど
に
問
題
が
発

生
し
、
そ
の
後
の
生
活
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
。

　
他
の
自
治
体
で
は
支
援
の
条

例
を
制
定
し
て
被
害
者
の
支
援

が
広
が
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
42

年
に
建
築
さ
れ
、
地
震
に
お

い
て
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
恐

れ
が
あ
る
緊
急
性
の
高
い
建
物

で
、
早
期
の
建
て
替
え
を
検
討

上水道の鉛製給水管の
　　対応策は万全なのか

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
予
定
は

基
本
設
計
費
、取
り
壊
し
費
用
と
建
築
費
を

概
算
で
計
上
し
て
い
る
／
保
健
福
祉
課
長

犯
罪
被
害
者
支
援
の
条
例
を
求
め
る

専
門
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　検
討
し
た
い
／
総
務
課
長

本管からメーターまでの給水管は
個人の財産である／水道課長

問

　
　
　
　
　
他
県
の
成
功
事
例

に
学
び
犯
罪
を
減
ら
し
、
安
全

な
町
を
目
指
す
べ
く
、
ま
た
議

会
で
議
員
提
案
も
あ
り
、
青
色

防
犯
灯
を
設
置
し
た
。
し
か
し

一
方
で
暗
い
と
い
う
意
見
が
あ

る
事
も
承
知
し
て
い
る
。
青
色

水
銀
灯
は
、
す
で
に
生
産
中
止

に
な
っ
て
、
交
換
在
庫
も
２
，

３
年
分
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

な
る
議
論
の
高
ま
り
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に

東
西
駐
輪
場
に
は
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
、
犯
罪
抑
制
に
努

め
て
い
る
。

　
　
宇
多
津
駅
北
南
広
場
の
照

明
は
、
防
犯
効
果
を
目
的
と
し

た
色
に
変
え
た
が
、
駅
周
辺
が

暗
い
と
よ
く
耳
に
す
る
。
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
駅
周

辺
の
事
故
防
止
お
よ
び
防
犯
対

策
の
た
め
に
も
明
る
い
照
明
へ

の
変
更
は
可
能
か
。
さ
ら
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

宇多津駅周辺の
　　　照明の交換は
さらなる議論の
高まりが必要／町長

　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
を
未
然

に
防
止
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
警
察
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
各
種

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
国

も
遺
族
給
付
金
な
ど
の
制
度
を

設
け
て
お
り
、
県
へ
も
働
き
か

け
な
が
ら
民
間
を
含
め
た
専
門

機
関
と
連
携
す
る
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

駅東の駐輪場に設置された防犯カメラ

耐震基準を満たしていない福祉センター

し
、
平
成
28
年
度
の
取
り
壊

し
費
用
を
計
上
す
る
考
え
で

あ
っ
た
。

　
現
在
、
庁
舎
耐
震
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
定
し
た

の
で
、
今
年
度
の
中
期
財
政

計
画
に
お
い
て
平
成
30
年
度

に
基
本
設
計
費
を
、
平
成
31

年
度
に
取
り
壊
し
費
用
と
建

築
費
を
概
算
で
計
上
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30

年
度
の
基
本
設
計
の
折
に
、

い
つ
ま
で
利
用
で
き
る
か
、

ど
う
い
う
形
で
利
用
を
進
め

る
か
な
ど
を
決
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
本
管
か
ら

メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
は

個
人
の
財
産
で
あ
る
。
保
管

し
て
い
る
給
水
台
帳
に
は
材

質
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場

合
が
多
い
た
め
、
把
握
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
。

　
残
存
調
査
は
必
要
で
あ
る

が
給
水
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
自
宅
に
鉛
給

水
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
さ
れ
た
い
方
は
、
水

道
課
ま
で
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
住

民
に
周
知
す
る
た
め
、
広
報

へ
の
掲
載
を
検
討
す
る
。

　
な
お
、
宅
内
で
の
使
用
が

不
明
な
場
合
は
、
念
の
た
め

朝
一
番
に
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度

の
水
を
飲
み
水
以
外
の
用
途

（
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
）
に
お

使
い
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
被
害
者
の
方

が
ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な
く
、

も
と
の
生
活
に
戻
る
た
め
の
相

談
が
支
援
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。
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町
が
管
理
す
る
公
園
に

は
ど
れ
く
ら
い
の
遊
具
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
遊
具
の
安
全
点
検
の
頻
度

な
ら
び
に
方
法
を
う
か
が
い

た
い
。
ま
た
、
設
置
後
20
年

以
上
経
過
し
て
い
る
遊
具
は
、

全
体
の
ど
れ
く
ら
い
の
割
合

を
占
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
市
民
の
救
命
率
は
36
％
、

救
急
隊
の
救
命
率
は
18
％
。

こ
れ
は
現
場
に
居
合
わ
せ
た

人
の
１
秒
を
争
う
迅
速
な
対

応
が
救
命
率
を
上
げ
る
。「
心

肺
蘇
生
法
」
普
及
の
大
切
さ

を
問
う
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
率
は
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
し
か
し
、
年

間
７
万
人
を
超
え
る
心
肺
停
止

の
事
例
。本
町
の
事
例
と
１
秒

を
争
う
事
態
で
の
救
急
車
の
搬

送
時
間
は
。ま
た
現
場
に
居
合

わ
せ
た
市
民
の
51
％
が
応
急
手

当
を
実
施
す
る
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

率
は
わ
ず
か
3.6
％
。
こ
れ
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
と
操
作
方
法
が

分
か
ら
な
い
た
め
だ
。
町
内
の

設
置
台
数
と
24
時
間
営
業
の
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
へ
の
設
置
の
考
え

を
問
う
。

　
　
東
日
本
大
震
災
で
は
仮
設

ト
イ
レ
が
避
難
所
に
行
き
渡
る

ま
で
に
４
日
間
以
上
を
要
し
た
。

避
難
所
の
劣
悪
な
ト
イ
レ
環
境

は
避
難
者
た
ち
の
健
康
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
迅
速
な
組
み
立
て
が
可

能
。
下
水
管
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
汲
み
取
り
や
臭

い
な
ど
日
常
生
活
に
近
い
ト
イ

レ
環
境
が
保
て
る
。
重
大
災
害

時
の
備
え
と
し
て
広
域
避
難
所

の
ト
イ
レ
環
境
も
検
討
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
27
か
所

の
公
園
を
町
が
管
理
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
21
か
所
に
遊

具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
安

全
点
検
に
つ
い
て
は
担
当
者

が
月
に
一
度
、
点
検
を
行
っ

24時間対応のAEDで
　　　　「減らせ突然死」

公
園
遊
具
の
安
全
点
検

　
　
　
　
　
　実
施
状
況
は

３
年
に
一
度
程
度
専
門
家
に
委
託
し

詳
細
点
検
を
実
施
し
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

避
難
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
を

下
水
道
管
の
耐
震
化
も
視
野
に
入
れ

調
査
・
研
究
し
、検
討
す
る
／
危
機
管
理
課
長

町内のコンビニや自販機にも
AED設置を依頼する／危機管理課長

問

　
　
　
　
　
　
県
道
の
補
修
は

町
独
自
で
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
相
手
方
の
裁
量
に
よ
り
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
引

き
続
き
関
係
課
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
要
望
な
ど
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
質
問
の
場
所
は
ご
承
知
だ

と
は
思
う
が
、
津
ノ
郷
地
区
の

児
童
は
、
県
道
東
側
の
通
学
路

を
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
南
部
地
区
の
児
童
は
、
県
道

西
側
に
隣
接
の
歩
道
を
通
学
し

て
い
る
。
通
学
と
通
勤
の
時
間

帯
が
重
な
り
、
児
童
の
横
を
車

が
切
れ
間
な
く
通
過
し
て
い
る
。

舗
装
改
修
工
事
を
し
た
が
、ま

た
水
た
ま
り
が
で
き
相
当
量
の

水
が
跳
ね
て
い
る
。
早
急
に
改

善
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
日
常
点
検
・
定
期
点

検
な
ど
の
点
検
台
帳
や
措
置

の
手
順
は
、
作
成
し
て
い
る

の
か
。
点
検
済
証
の
表
示
や
使

用
年
齢
表
示
シ
ー
ル
な
ど
は
、

遊
具
に
貼
っ
て
い
る
の
か
。

宇多津小学校の
　通学路改善策は
関係課と歩調合せて要望
などをしていきたい／教育長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
葉
公

園
・
桜
の
広
場
に
そ
れ
ぞ
れ
災

害
用
ト
イ
レ
を
５
基
ず
つ
設
置

し
て
い
る
が
、
町
内
４
か
所
の

広
域
避
難
所
に
は
非
常
時
に
下

水
道
管
に
直
結
し
た
マ
ン
ホ
ー

ル
に
簡
易
便
座
を
置
き
使
用
す

る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
設
置

し
て
い
な
い
。
避
難
所
の
苦
情

の
上
位
に
ト
イ
レ
問
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
下
水
道
管
の
耐

震
化
も
視
野
に
入
れ
調
査
・
研

究
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。長岡京市のマンホールトイレ

て
お
り
、
３
年
に
一
度
程
度

遊
具
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門

家
に
委
託
し
詳
細
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
前
回
は
平
成
25

年
度
に
実
施
し
て
い
る
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
詳
細
点
検
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

設
置
後
20
年
以
上
の
遊
具
は
、

全
遊
具
数
の
５
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
と
心
肺
蘇
生
法
の
実
施

に
よ
り
救
命
率
が
上
が
る
こ

と
は
多
く
の
方
が
認
識
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
内
30
事

業
所
に
55
基
を
設
置
、
24
時

間
使
用
可
能
は
１
事
業
所
の

み
。
平
成
26
年
の
坂
出
市
消

防
本
部
救
急
隊
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
事
例
は
66
件
、
う
ち
13
件

が
宇
多
津
町
だ
っ
た
。
救
急

車
の
到
着
時
間
は
7.5
分
、
通

報
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
24.2
分

で
全
国
平
均
よ
り
早
い
。
設

置
場
所
と
し
て
、
町
内
の
コ

ン
ビ
ニ
に
設
置
依
頼
も
行
っ

て
い
る
。
自
販
機
業
者
に
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
付
き
自
販
機
の
設
置

も
交
渉
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
点
検
な

ど
同
じ
よ
う
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
適
応
年

齢
シ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
臨

海
公
園
の
遊
具
に
は
す
べ
て

貼
っ
て
お
り
、
そ
の
他
複
合

遊
具
に
も
貼
っ
て
い
る
と
思

う
。
再
度
現
場
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
道
富

熊
・
宇
多
津
線
は
都
市
計
画
道

路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
通
学

路
と
し
て
利
用
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
や
は
り
都
市
計
画
道

路
と
し
て
整
備
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
強
い
要
望
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
（
現
場
に
居
合
わ

せ
た
人
）
の
事
例
は
昨
年
３

件
あ
っ
た
が
除
細
動
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
な
か
っ
た
。
町
民
の

救
命
講
習
会
受
講
者
は
昨
年

救
命
入
門
コ
ー
ス
185
名
、
普

通
救
命
講
習
が
36
名
で
あ
っ

た
。
今
後
も
受
講
の
勧
奨
を

行
う
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
方
法
も

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
ア

ッ
プ
を
検
討
す
る
。

老朽化のためリニューアルした
「ゴリラ公園」の遊具  
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と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
内
30
事

業
所
に
55
基
を
設
置
、
24
時

間
使
用
可
能
は
１
事
業
所
の

み
。
平
成
26
年
の
坂
出
市
消

防
本
部
救
急
隊
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
事
例
は
66
件
、
う
ち
13
件

が
宇
多
津
町
だ
っ
た
。
救
急

車
の
到
着
時
間
は
7.5
分
、
通

報
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
24.2
分

で
全
国
平
均
よ
り
早
い
。
設

置
場
所
と
し
て
、
町
内
の
コ

ン
ビ
ニ
に
設
置
依
頼
も
行
っ

て
い
る
。
自
販
機
業
者
に
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
付
き
自
販
機
の
設
置

も
交
渉
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
点
検
な

ど
同
じ
よ
う
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
適
応
年

齢
シ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
臨

海
公
園
の
遊
具
に
は
す
べ
て

貼
っ
て
お
り
、
そ
の
他
複
合

遊
具
に
も
貼
っ
て
い
る
と
思

う
。
再
度
現
場
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
道
富

熊
・
宇
多
津
線
は
都
市
計
画
道

路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
通
学

路
と
し
て
利
用
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
や
は
り
都
市
計
画
道

路
と
し
て
整
備
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
強
い
要
望
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
（
現
場
に
居
合
わ

せ
た
人
）
の
事
例
は
昨
年
３

件
あ
っ
た
が
除
細
動
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
な
か
っ
た
。
町
民
の

救
命
講
習
会
受
講
者
は
昨
年

救
命
入
門
コ
ー
ス
185
名
、
普

通
救
命
講
習
が
36
名
で
あ
っ

た
。
今
後
も
受
講
の
勧
奨
を

行
う
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
方
法
も

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
ア

ッ
プ
を
検
討
す
る
。

老朽化のためリニューアルした
「ゴリラ公園」の遊具  
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JA跡地に分庁舎建設工事始まる

リーフレット「さぬきっ子の約束」

　
　
平
成
26
年
度
決
算
審
査

で
の
財
政
状
況
は
概
ね
健
全

と
議
会
は
認
定
し
た
。
し
か

し
、
経
常
収
支
比
率
の
上
昇

に
加
え
、
庁
舎
耐
震
改
修
な

ど
大
型
事
業
が
控
え
て
い
る
。

懸
念
は
残
り
、
当
然
取
捨
選

択
が
迫
ら
れ
る
事
態
に
な
る
。

先
の
決
算
審
査
の
議
論
を
踏

ま
え
た
上
で
の
、
予
算
編
成

方
針
お
よ
び
来
年
度
予
算
の

中
で
具
体
的
に
取
捨
選
択
の

対
象
と
な
る
事
業
を
公
表
で

き
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
何
度
か
議
論
し
た
自

治
体
通
販
関
連
事
業
、
ア
ー
ト

ア
ワ
ー
ド
な
ど
成
果
に
疑
問
が

残
る
が
、
新
た
に
自
治
体
ス
マ

ホ
協
議
会
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
身
の
丈
行
政
の
観
点

か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
専
門
家
に
よ
る
親

子
携
帯
教
室
を
開
き
、
情
報

教
育
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
情
報
技
術
の
急
速
な
発
展

は
、
経
済
社
会
や
日
常
生
活
に

対
し
て
功
罪
両
面
の
影
響
を
与

え
て
い
る
。変
化
に
対
応
し
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
情

報
を
活
用
す
る
能
力
を
身
に
付

け
さ
せ
、
保
護
者
、
児
童
、
生

徒
へ
の
情
報
提
供
や
注
意
喚
起

を
直
接
行
う
教
育
が
必
要
で
あ

る
。
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
作
り

の
啓
発
活
動
が
で
き
な
い
も
の

か
。

　
　
学
校
給
食
は
、
児
童
、
生

徒
に
望
ま
し
い
食
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
学
校
生
活
を

豊
か
に
し
、
食
事
を
通
し
て
明

る
い
社
交
性
、
好
ま
し
い
人
間

関
係
を
育
成
す
る
。
通
常
の
授

業
と
違
う
環
境
や
形
態
で
給
食

を
行
う
部
屋
の
設
置
が
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
歳
出
で
は

庁
舎
耐
震
改
修
な
ど
の
大
型

事
業
を
、
歳
入
で
は
町
税
の

減
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

に
掲
げ
る
施
策
も
優
先
順
位

を
充
分
認
識
し
て
、
予
算
計

上
す
る
予
定
で
あ
る
。
既
存

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
取

捨
選
択
を
徹
底
す
べ
く
鋭
意

努
力
し
て

い
る
。
事

業
の
公
表

に
つ
い
て

は
、
今
の

段
階
で
は

差
し
控
え

る
。

ネット利用のルール作り

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

効
果
の
低
い
事
業
は
廃
止
、

縮
小
の
方
向
で
進
め
た
い
／
総
務
課
長

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育

学
級
を
超
え
た
交
流
給
食
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
／
学
校
教
育
課
長

今後も「さぬきっ子の約束」を呼びかけ、
適切な使用を働きかけたい／学校教育課長

問

　
　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
の
財
政
見
通

し
を
推
計
し
、
中
期
財
政
計
画

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
時
点
で
の
財

政
状
況
や
制
度
改
正
な
ど
を
踏

ま
え
、
具
体
的
な
内
容
を
定
め

る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
財
政

健
全
化
の
基
準
値
も
勘
案
し
つ

つ
財
政
運
営
を
図
り
た
い
。

議
会
だ
よ
り（
57
号
）の
藍
川
議

員
の
質
問
中
に「
図
書
購
入
に
不

明
朗
が
あ
り
」と
あ
っ
た
の
は「
武

雄
市
図
書
館
」の
こ
と
で
す
。

経
常
収
支
比
率

支
出
の
う
ち
必
要
経
費（
人
件

費
、扶
助
費
、債
務
な
ど
）の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
教

室
を
活
用
し
、
学
校
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
関
係
者
と
の
ふ

れ
あ
い
給
食
が
で
き
る
よ
う
、

衛
生
面
、
環
境
を
整
備
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
５
年
ご
と
の
中
期
財
政
計

画
は
、
い
わ
ゆ
る
財
政
運
営
の

進
路
予
想
図
と
し
て
諸
施
策
を

立
て
る
際
の
寄
る
辺
と
な
る
も

の
だ
が
、
庁
舎
耐
震
改
修
、
道

路
橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
の
生

活
基
盤
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

維
持
修
繕
、
さ
ら
に
は
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
改
修（
建
替
え
）も
近

い
こ
と
な
ど
、
財
政
運
営
上
、

中
期
的
に
も
課
題
は
多
い
。
そ

こ
で
課
題
を
見
据
え
た
上
で
、

今
後
の
５
か
年
計
画
の
骨
子
を

お
聞
き
し
た
い
。

中期財政計画策定
財政健全化の基準値も
　　　　　　勘案する／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

各
学
校
と
も
空
き
教
室
が
な
く
、

運
営
面
な
ど
を
考
え
た
場
合
、

現
状
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
代
わ
る
取

り
組
み
と
し
て
、
宇
多
津
小
学

校
で
地
区
単
位
で
の
給
食
、
学

年
団
単
位
で
の
仲
良
し
給
食
、

卒
業
生
を
対
象
と
し
た
バ
イ
キ

ン
グ
給
食
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
特
別
教
室
な
ど
を

活
用
し
て
学
級
を
超
え
た
交
流

給
食
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
県

が
中
心
に
な
っ
て
、
小
中
学

生
用
別
々
に
「
さ
ぬ
き
っ
子

の
約
束
」
を
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
大

切
な
こ
と
が
大
変
分
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

本
町
に
お
い
て
も
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
に
配
布
し
た
。

今
後
も
「
さ
ぬ
き
っ
子
の
約

束
」
を
小
中
学
生
に
呼
び
か

け
、
適
切
な
使
用
を
働
き
か

け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治

体
型
特
選
ス
ト
ア
、
そ
れ
に

か
か
わ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

事
業
は
い
ず
れ
も
十
分
な
成

果
が
出
て
い
な
い
。
今
後
ど

う
し
て
い
く
か
、
現
在
予
算

編
成
中
で
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
全
体
の
予
算

を
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津

町
に
も
指
導
員
と
な
っ
て
い

る
保
護
者
が
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
指
導
員
の
方
に
協
力

い
た
だ
い
て
、
保
護
者
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
機
会
な
ど
で

講
習
会
を
行
い
、
各
学
校
に

お
い
て
も
情
報
教
育
の
中
で

適
切
な
運
用
に
つ
い
て
指
導

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
地
元
の
食
材
を
使

う
こ
と
で
感
謝
す
る
心
を
学

び
、
郷
土
の
味
覚
を
思
う
心

に
つ
な
が
る
。
食
育
の
場
で

食
を
楽
し
ん
で
は
。
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降
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
時
点
で
の
財

政
状
況
や
制
度
改
正
な
ど
を
踏

ま
え
、
具
体
的
な
内
容
を
定
め

る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
財
政

健
全
化
の
基
準
値
も
勘
案
し
つ

つ
財
政
運
営
を
図
り
た
い
。

議
会
だ
よ
り（
57
号
）の
藍
川
議

員
の
質
問
中
に「
図
書
購
入
に
不

明
朗
が
あ
り
」と
あ
っ
た
の
は「
武

雄
市
図
書
館
」の
こ
と
で
す
。

経
常
収
支
比
率

支
出
の
う
ち
必
要
経
費（
人
件

費
、扶
助
費
、債
務
な
ど
）の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
教

室
を
活
用
し
、
学
校
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
関
係
者
と
の
ふ

れ
あ
い
給
食
が
で
き
る
よ
う
、

衛
生
面
、
環
境
を
整
備
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
５
年
ご
と
の
中
期
財
政
計

画
は
、
い
わ
ゆ
る
財
政
運
営
の

進
路
予
想
図
と
し
て
諸
施
策
を

立
て
る
際
の
寄
る
辺
と
な
る
も

の
だ
が
、
庁
舎
耐
震
改
修
、
道

路
橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
の
生

活
基
盤
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

維
持
修
繕
、
さ
ら
に
は
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
改
修（
建
替
え
）も
近

い
こ
と
な
ど
、
財
政
運
営
上
、

中
期
的
に
も
課
題
は
多
い
。
そ

こ
で
課
題
を
見
据
え
た
上
で
、

今
後
の
５
か
年
計
画
の
骨
子
を

お
聞
き
し
た
い
。

中期財政計画策定
財政健全化の基準値も
　　　　　　勘案する／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

各
学
校
と
も
空
き
教
室
が
な
く
、

運
営
面
な
ど
を
考
え
た
場
合
、

現
状
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
代
わ
る
取

り
組
み
と
し
て
、
宇
多
津
小
学

校
で
地
区
単
位
で
の
給
食
、
学

年
団
単
位
で
の
仲
良
し
給
食
、

卒
業
生
を
対
象
と
し
た
バ
イ
キ

ン
グ
給
食
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
特
別
教
室
な
ど
を

活
用
し
て
学
級
を
超
え
た
交
流

給
食
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
県

が
中
心
に
な
っ
て
、
小
中
学

生
用
別
々
に
「
さ
ぬ
き
っ
子

の
約
束
」
を
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
大

切
な
こ
と
が
大
変
分
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

本
町
に
お
い
て
も
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
に
配
布
し
た
。

今
後
も
「
さ
ぬ
き
っ
子
の
約

束
」
を
小
中
学
生
に
呼
び
か

け
、
適
切
な
使
用
を
働
き
か

け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
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体
型
特
選
ス
ト
ア
、
そ
れ
に

か
か
わ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

事
業
は
い
ず
れ
も
十
分
な
成

果
が
出
て
い
な
い
。
今
後
ど

う
し
て
い
く
か
、
現
在
予
算

編
成
中
で
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
全
体
の
予
算

を
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津

町
に
も
指
導
員
と
な
っ
て
い

る
保
護
者
が
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
指
導
員
の
方
に
協
力

い
た
だ
い
て
、
保
護
者
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
機
会
な
ど
で

講
習
会
を
行
い
、
各
学
校
に

お
い
て
も
情
報
教
育
の
中
で

適
切
な
運
用
に
つ
い
て
指
導

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
地
元
の
食
材
を
使

う
こ
と
で
感
謝
す
る
心
を
学

び
、
郷
土
の
味
覚
を
思
う
心

に
つ
な
が
る
。
食
育
の
場
で

食
を
楽
し
ん
で
は
。
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応
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母
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母
親
ク
ラ
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応援しょうでぇ～！
うたづっ子
宇多津小  陸上クラブ

　皆さんは「スーパー讃岐っ子」をご存知ですか。今年度は県
内で35人が合格し、宇多津小では３人が選ばれ、そのうち２人
は陸上クラブのメンバーでした。（「スーパー讃岐っ子」は右下参照）
　そこで早速、陸上クラブの練習を直撃。この日行われていた
のは、いろいろな走り方と各種なわとび。子どもたちは指導者
のアドバイスのもと、休憩をはさみながら次々とプログラムをこ
なしていました。体を動かすことが大好きな「うたづっ子」たち
は、とても楽しそうにいい汗をかいていました。
　今年の活躍に、乞うご期待！ 宇多津小学校　陸上クラブの皆さん

「スーパー讃岐っ子」の
春田さんとオビジアクさん

二重とびに挑戦する子どもたち

●
100
ｍ
走 

・
・
・
・
・
４
人

●
ハ
ー
ド
ル
・
・
・
・
２
人

●
ボ
ー
ル
投
げ
・
・
・
２
人

　
そ
の
他
、
高
跳
び
な
ど
。

得
意
な
種
目
は
？

●
音
楽
・
・
・
・
・
・
３
人

　
そ
の
他
、
国
語
、
算
数
、

　
英
語

　
県
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
素
地
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
発
掘
し
、
専
門
的
な
指
導
者
に

よ
る
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
も
の

で
す
。
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
に
合

わ
せ
た
運
動
と
適
度
な
休
息
を
心
が

け
て
、「
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
」を

育
成
し
て
い
ま
す
。

体
育
以
外
で
得
意
な

科
目
は
？

●
肉
・
・
・
・
・
・
４
人

●
野
菜
・
・
・
・
・
５
人

好
き
な
食
べ
物
は
？

●
10
時
間
・
・
・
・
１
人

●
９
時
間
・
・
・
・
２
人

●
８
時
間
・
・
・
・
５
人

●
７
時
間
以
下
・
・
３
人

睡
眠
時
間
は
？

●
サ
ッ
カ
ー
・
・
・
・
２
人

●
ド
ッ
ジ
・
・
・
・
・
２
人

　
そ
の
他
、水
泳
、ダ
ン
ス
、

　
ピ
ア
ノ
、
硬
筆
な
ど
。

ど
ん
な
習
い
事
を
し

て
る
？

●
県
大
会
に
出
る

●
ベ
ス
ト
３
に
入
る

●
外
遊
び
を
す
る

今
年
の
目
標
は
？

　11月14日にやすらぎプラザにおいて第10回議会報告会を行いました。はじめに総務建
設委員会と教育民生委員会の報告をし、皆さまからたくさんのご意見、ご質問をいただき
ました。これらのアンケート結果、ご意見を今後の議会活動につなげていきます。

　12月４日、庁舎４階の委員会室で、宇多津町母親クラブ連絡協議会（５保育所の代表）
と意見交換会を行いました。会では、育児のこと、保育のことなど、働くお母さんの切実
な悩みを聞くことができました。何よりお母さん方が、保育の充実や子育て環境の整備
をより一層望んでいることを痛感しました。明日の宇多津町を担う子どもたちが心身と
もに健やかに育つよう、議会としても町に働きかけてまいります。

● 町内で病児・病後児保育をしてほしい。
● 3歳未満の第2子は保育料が無料なのに、周知が足りない。
● 卒園児を４月１日まで保育園などで預かってもらえないか。
● 医療費は戻ってくるが、償還が手間である。
● 通学路の道路状態が悪く、車が通るたびに水が跳ねる。
● 北小学校の送迎の車の路上駐車がひどい。

① 議会報告会の内容についてわかりやすかったですか。
　わかりやすい……50％　　　わかりにくい……50％
② やすらぎプラザでの開催はどうでしたか。
　よかった……86％　　　　　よくなかった……14％
③ 開催日はいつがいいですか。
　平日よりも休日のほうがよい

《町政に対するご意見》

・具体的な予算の使われ方、推移を知りたい。

・町の財政状況をわかりやすい資料にしてほしい。

・自治会ごとの収支報告を知りたい。

・昼間に開催したほうが住民は集まりやすいのでは。

・説明資料がわかりやすくてよかった。

・開かれた議会ということが徐々に浸透している

　と思う。

第10回 議会報告会

議会報告会のアンケート

お も な 意 見

やすらぎプラザの入り口

パワーポイントを使って説明する議員

お母さんたちからは
活発な意見が

母 親 ク ラ ブ

「
ス
ー
パ
ー
讃
岐
っ
子
」

　
　
　
　っ
て
な
あ
に
？

　横山校長のご指
導も

あり、子どもたちの
走る

フォームは、とても
良く

なっています。記録
にも

期待しています。

岡谷先生



1415 宇多津町議会だより No.58宇多津町議会だより No.58

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

母
親
ク
ラ
ブ
と
の
懇
談

母
親
ク
ラ
ブ
と
の
懇
談

応援しょうでぇ～！
うたづっ子
宇多津小  陸上クラブ

　皆さんは「スーパー讃岐っ子」をご存知ですか。今年度は県
内で35人が合格し、宇多津小では３人が選ばれ、そのうち２人
は陸上クラブのメンバーでした。（「スーパー讃岐っ子」は右下参照）
　そこで早速、陸上クラブの練習を直撃。この日行われていた
のは、いろいろな走り方と各種なわとび。子どもたちは指導者
のアドバイスのもと、休憩をはさみながら次々とプログラムをこ
なしていました。体を動かすことが大好きな「うたづっ子」たち
は、とても楽しそうにいい汗をかいていました。
　今年の活躍に、乞うご期待！ 宇多津小学校　陸上クラブの皆さん

「スーパー讃岐っ子」の
春田さんとオビジアクさん

二重とびに挑戦する子どもたち

●
100
ｍ
走 

・
・
・
・
・
４
人

●
ハ
ー
ド
ル
・
・
・
・
２
人

●
ボ
ー
ル
投
げ
・
・
・
２
人

　
そ
の
他
、
高
跳
び
な
ど
。

得
意
な
種
目
は
？

●
音
楽
・
・
・
・
・
・
３
人

　
そ
の
他
、
国
語
、
算
数
、

　
英
語

　
県
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
素
地
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
発
掘
し
、
専
門
的
な
指
導
者
に

よ
る
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
も
の

で
す
。
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
に
合

わ
せ
た
運
動
と
適
度
な
休
息
を
心
が

け
て
、「
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
」を

育
成
し
て
い
ま
す
。

体
育
以
外
で
得
意
な

科
目
は
？

●
肉
・
・
・
・
・
・
４
人

●
野
菜
・
・
・
・
・
５
人

好
き
な
食
べ
物
は
？

●
10
時
間
・
・
・
・
１
人

●
９
時
間
・
・
・
・
２
人

●
８
時
間
・
・
・
・
５
人

●
７
時
間
以
下
・
・
３
人

睡
眠
時
間
は
？

●
サ
ッ
カ
ー
・
・
・
・
２
人

●
ド
ッ
ジ
・
・
・
・
・
２
人

　
そ
の
他
、水
泳
、ダ
ン
ス
、

　
ピ
ア
ノ
、
硬
筆
な
ど
。

ど
ん
な
習
い
事
を
し

て
る
？

●
県
大
会
に
出
る

●
ベ
ス
ト
３
に
入
る

●
外
遊
び
を
す
る

今
年
の
目
標
は
？

　11月14日にやすらぎプラザにおいて第10回議会報告会を行いました。はじめに総務建
設委員会と教育民生委員会の報告をし、皆さまからたくさんのご意見、ご質問をいただき
ました。これらのアンケート結果、ご意見を今後の議会活動につなげていきます。

　12月４日、庁舎４階の委員会室で、宇多津町母親クラブ連絡協議会（５保育所の代表）
と意見交換会を行いました。会では、育児のこと、保育のことなど、働くお母さんの切実
な悩みを聞くことができました。何よりお母さん方が、保育の充実や子育て環境の整備
をより一層望んでいることを痛感しました。明日の宇多津町を担う子どもたちが心身と
もに健やかに育つよう、議会としても町に働きかけてまいります。

● 町内で病児・病後児保育をしてほしい。
● 3歳未満の第2子は保育料が無料なのに、周知が足りない。
● 卒園児を４月１日まで保育園などで預かってもらえないか。
● 医療費は戻ってくるが、償還が手間である。
● 通学路の道路状態が悪く、車が通るたびに水が跳ねる。
● 北小学校の送迎の車の路上駐車がひどい。

① 議会報告会の内容についてわかりやすかったですか。
　わかりやすい……50％　　　わかりにくい……50％
② やすらぎプラザでの開催はどうでしたか。
　よかった……86％　　　　　よくなかった……14％
③ 開催日はいつがいいですか。
　平日よりも休日のほうがよい

《町政に対するご意見》

・具体的な予算の使われ方、推移を知りたい。

・町の財政状況をわかりやすい資料にしてほしい。

・自治会ごとの収支報告を知りたい。

・昼間に開催したほうが住民は集まりやすいのでは。

・説明資料がわかりやすくてよかった。

・開かれた議会ということが徐々に浸透している

　と思う。

第10回 議会報告会

議会報告会のアンケート

お も な 意 見

やすらぎプラザの入り口

パワーポイントを使って説明する議員

お母さんたちからは
活発な意見が

母 親 ク ラ ブ

「
ス
ー
パ
ー
讃
岐
っ
子
」

　
　
　
　っ
て
な
あ
に
？

　横山校長のご指
導も

あり、子どもたちの
走る

フォームは、とても
良く

なっています。記録
にも

期待しています。

岡谷先生



発行：宇多津町議会   ☎  0877-49-8014        gikai＠town.utazu.kagawa.jp

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

 

宇
多
津
レ
デ
ィ
ー
ス
」

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

うたづ議会だより
2016

2.１
第58号 　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
仲
間
は
、
ほ
と
ん

ど
が
長
年
踊
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
ん
な
に
長
く
続
け
ら
れ
る
と
は
、
当
初

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
気
で

今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
良
き
指

導
者
と
良
き
仲
間
た
ち
に
恵
ま
れ
た
お
か

げ
か
な
ぁ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
週
に
一
度
の
例
会
で
は
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
ラ

ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
と
幅

広
く
踊
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て

世
界
各
国
の
ダ
ン
ス
を
踊
る
こ
と
、
ま
た

日
常
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
踊
る
こ
と
で
、
気
分
は
若
く
楽
し
く
な

り
、
足
・
腰
・
脳
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
ま

さ
に
ダ
ン
ス
は
元
気
の
源
で
す
。
生
涯
現

役
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
12
月
13
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

「
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
100
名
も

の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
の
５
月
に
は
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
始

め
て
５
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
５
周
年
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ダ
ン
ス
は
楽
し
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
、被
災
地
で
も
成
人
式

が
行
わ
れ
、当
時
中
学
校
３
年

生
だ
っ
た
新
成
人
が
出
席
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
中
で「
ふ
る
さ
と
に

帰
り
た
い
」「
復
興
の
た
め
に
働
き

た
い
」と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、

私
た
ち
も
支
援
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
と
、気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。ま
た
、陸
前
高
田
市
の

戸
羽
市
長
は「
マ
ス
コ
ミ
が
大
き

く
報
道
す
る
の
は
今
年
が
最
後
。

被
災
地
を
全
国
の
皆
様
に
し
っ
か

り
と
印
象
付
け
た
い
」と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。私
た
ち
も
こ
の

大
震
災
を『
他
人
ご
と
、過
去
の

こ
と
』で
は
な
く
、『
自
分
の
こ
と
、

今
日
の
こ
と
』と
い
う
意
識
を
持

ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　 

（
西
本
　
祐
子
）

香川県宇多津町

　
現
在
、
子
ど
も
の
会

員
は
286
名
、
大
人
は
160

名
で
す
。

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

キ
ャ
ン
プ
活
動
な
ど
定
番
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
の
指
導
で
行
う
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

の
農
業
体
験
、
収
穫
し
た
も
ち
米
に
よ
る
も
ち
つ
き

大
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
今
年
度
か
ら
は
、子
ど

も
会
で
の
太
鼓
台
運
行
、
宇
夫
階
神
社
宮
入
な
ど

新
し
い
活
動
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

活
動
の
写
真
を
貼
っ
た
壁
新

聞
も
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ

り
作
成
し
、
そ
の
都
度
、
両

小
学
校
へ
掲
示
し
発
表
の
場

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
会
」
は
子
ど
も

は
も
と
よ
り
、
行
事
に
携
わ

る
大
人
た
ち
も
、
自
分
の
子

ど
も
以
外
の
子
ど
も
と
か
か

わ
る
こ
と
で
、
成
長
さ
せ
ら

れ
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
日
頃
で
き
な
い
経
験
を
、

ま
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

「
親
力
ア
ッ
プ
」
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

花いっぱいの素敵なコスチューム芸能祭で楽しく踊るメンバー

「
子
ど
も
会
　
会
長
さ
ん
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

太鼓台を引く子どもたち 円盤を投げる「ドッジビー」

平成27年  第4回定例会
町政を問う（一般質問）
「宇小　陸上クラブ」

みなさまの声「子ども会会長」
応援しょうでぇ～！

うたづっ子 15
16

6

2

きびきびと動く消防
団員たち。

今年度は16名の新
人が入団しました。

消防出初式

宇多津町子ども会
育成連絡協議会 会長

森本　修司さん
もり もと         しゅうじ


